

　ローカルネットは平成六年五月に地元の親しい仲間を中心に声掛けして組合を設立して参加しました。それまでは県外に運行した際には殆どが地元の中堅大手の路線会社等に帰り荷を斡旋して貰っていましたが、運賃も後からしか判らずバラつきも酷く、運行内容も明確で無い為に振り回される事も多く有りました。ローカルに加入してからは運賃が良い悪いに関わらず、とにかく事前に開示されたものを納得した上で取り込む事で計画的な配車が可能になりました。又、積込み先、納入先も事前に開示される事でドライバーも出先で右往左往する事が殆ど無くなりました。地元の他社には無い全国ネットをバックに付けている事で配車マンも自信と誇りを持って日常業務に当たっています。昔の配車業務は、とにかく往復で車を埋めて行くだけで精一杯でしたが、今では会社を揚げて細かく日々の時間帯の中で運賃を組み立てて行く事を大切にしながら業務に当たっています。厳しい環境の中では肌理細やかな感覚で無ければ絶対に勝ち残れないと常に云い聞かせています。ローカルを会社の業務に加えた結果、平均的な収益の底上げになった事は間違い無いと思います。又、一見、当たり前の事ながら組合間の責任が明確な為に支払い事故、荷物事故等で大きな問題を被った事はローカル一六年間の中で一度も有りませんでした。そして組合設立前には地元と云えど何の付き合いも無かった間柄でも今では酒を酌み交わす友人？もしくは同志となりザックバランに悩みを話し助け合う関係になりました。今でも一六年前の組合設立時のメンバーが大半を占めており、地元のトラック業界の中でも堅いグールプの絆を誇示しています。又、私自身も今は亡き父から理事長と云う立場を引き継いだ事で時に煩わしさを感じる時も有りますが、それ以上に今では同じ苦労と悩みを持つ全国の仲間と語り合う事が楽しみと感じられるようになりました。多くの人の意見に耳を傾ける事が自身の人間的成長を促し、この事が自身の会社経営にも必ずプラスになっていると思います。
この物流業と云う世界で生きて行く上でローカルネットは仕事の色を豊かにする大切な存在で有ると思っています。これからも一人でも多くの良き仲間を作りながら人生の巾を広げて楽しみながら頑張って行きたいと思っています。
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